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台湾人の儀礼 と 「物語」(二)

野 村 伸 一
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4.臨 水夫人媽廟の法事(承 前)

 0 台南の臨水夫人廟

 台湾では男性は樹木から，女性は花か ら生命を得ていると信 じられている48)。そこで女

性が子供を望むとき，また健康がすぐれないとき，あるいは赤子の発育がおもわしくない

とき，花を通 した儀礼がおこなわれる。

 その際，具体的には花の橋を通 り，花を授かり，またイエに花を持ち帰 って育てること

がみられる。 こうした行為は今日， 台南では建業街にある臨水夫人廟(臨 水夫人媽廟)49)

で典型的にみられる。そこで，以下では，まず臨水夫人廟についてその背景を概観 し，次

に実際の諸儀礼を追いっっ，それらが東アジアにおいて， どのような意味と広がりを持っ

のかを追究 してみたい。あらかじめいえば， ここにみられる 「生命の花」の観念 は済州島

や日本においてもさまざまなかたちで伝承されていた。そして，それらは根を同 じくする

ものといえるだろう。
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 台南の廟

 台南市は，現在，人口726，007人 ，戸数228，800， 面積175，645キ ロ平方メー トル，主

要産業は農漁商工50)で，規模では台湾第四の都市 とされる。ただ し，1885年 までは台湾

の首府があったところで，当時まではまさに政治 ・経済 ・文化の中心地 として知 られてい

た。日本の統治時代，政経の中心は台北に移 ったが，現在なお，台湾社会を動かす太い人

脈は台南に通 じるともいわれ，また台南出身者の文化的な矜持は並々ならぬものがある。

 ここは古都の趣をたたえている。古い町並みがよく残 り，そのあいだに多数の寺廟が調

和 している。人びとの寺廟詣では日常頻繁であるが，そのかたちにはごく自然な雰囲気が

ある。人びとは，まるで日々のあいさっをするかのような感 じでやってきては祈 り，去 っ

ていく。

 『台湾廟神大全』(1985年)に よると， 台湾市内の寺廟数は215， また1999年9月 に筆

者が現地の媽祖廟関係者を介 して台南市政府に問い合わせたところでは267で あるが，こ

のなかには土地公廟や有応公廟(無 縁仏にあたる霊をまつった小祠)な ど，いわゆる路傍

の廟や個人の神壇などは含まれていない。これ らを含めると，この倍以上の数になるだろ

うと考えられる。

 こうしたなかで女性の信仰をとくに集めるのが臨水夫人廟である。 この名の廟は台湾全

体ではそれほど数多くはなく，台南市内においても人びとのよく知っているものはひとっ

だけである5D。ただ し，女性を対象 とした廟がここにしかないというわけではない。台湾

の女性 は，一般に子宝を願うときは，註生娘娘52)というカ ミのもとへいく。台南において

も同じで， この註生娘娘のほうはいたるところにまつられている。

 次に安産を願 うときになると，臨水夫人がとくに選ばれる。そして子供が生 まれたあと

では， 七星娘娘 というカミのところへい く。 このカミには特に16歳 にいたるまでの子女

の成長を祈願す る。 こうした各段階に応 じる三種の女神を一廟にまっるところとしては台

南市中山路の開隆宮が名高い。

 ただし，女性たちがいっ もこのようにきちんと拝み分けをしているかというと，けっし

てそうではない。わたしは臨水夫人廟で何 日間か，さまざまな女性の祈願を観察 した。そ

の結果わかったことは， ここではさまざまな祈願がなされているということであった。既

婚の若い女性が子を望むのはいうまで もないが，そのほか，女神のおかげで妊娠 したこと

のお礼参 りもある。また，赤子が病気 しがちなので関熬(身 に取 り憑いて災いを引き起 こ

すもの)を 除去 して もらうとか，あるいは子供がかなり長 じて も，なお精神が定まらない

というので元辰(元 神=元 気)を 活性化 して もらうことなどがみ られる。
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              台湾人の儀礼と 「物語」(二)

 元来，産を助けるカミであった臨水夫人の前で関熬を取りのける類の儀礼，つまり治病

儀礼をなぜするのか。これにっいて，林俊輝道士は 「臨水夫人がみまもって くれるので」

といった。臨水夫人は，その生涯の伝承をみると，白蛇の精などの妖怪を除き，また旱魃

による人びとの苦 しみを除 くために，祈雨の法を実践 し，雨を降 らせている。すると，こ

の廟で諸種の治病儀礼をし，人助けをするのはむしろカミの意にかなっているということ

になる。

 ところで臨水夫人というのはどういう女神なのか。いっごろか らどこで信仰されはじめ

たのか。日本はもちろん，中国内で もあまり知 られていないので，これについてもう少 し，

詳 しく探ってみたい。

 臨水夫人の生涯

 臨水夫人の伝承は清朝のはじあごろにできたかとおもわれる53)『臨水平妖伝』 という書

の冒頭の解説54)に記されている。

 本名は陳靖姑。唐の天佑2年(905)，1月15日 に， 福建省福州の下渡で生まれた。 そ

の生涯は 『閾都別記』55)によると，生 まれたとき，景雲が部屋を覆い紫気が庭に盈ちた。

幼 くして聡明で賢淑， 端荘であった。13歳 のとき， 閭山の許真君の門下にはいり道法を

学び3年 間で学を成 した。帰郷 してか ら親の薦あを入れて古田県の劉杞公のところへ嫁 し

た。そしてこの地で閭山の法を発揮 して，ときの魔精を攝伏 し，人びとの厄難を救 った。

 陳靖姑が24歳 のとき，大旱魃が生 じた。懐妊中の身であったが， これを除 くべ く，奮

然と脱胎 し，祈雨の法を施 して雨を降 らせた。 しかし，仇妖の乗ずるところとなり，尸解

し，帰天 した。ときの人は陳靖姑のために古田に廟を立て， これをまっ った。そののち夫

人の英霊はふたたび閭山に赴き，救産保胎の術を学んだ。そして救産扶嬰，治病駆邪の誓

いをたて世人を済度 した。

 以上が 『閾都別記』の内容である。つまり清代において信 じられた伝承である。そして

『臨水平妖伝』 の解説はつづけて， この人の霊が世に顕れ，宋，元，明を経て清のはじめ

に臨水夫人としてまっ られたこと，また閾(福 建)の 人びとは臨水陳太后と称 しているこ

とを述べている。

 一方， このカ ミは一般に三妨夫人 としてまっられる (図版47)が ， そのいわれにっい

ても説 いている。すなわち，陳靖姑は生前，多数の仲間と姉妹の関係を結んで人びとを救

い済世をおこなった。そのうち李三娘と林九如を合わせて，閾南と台湾の人士はこれを三

妨夫人というのだと56)。
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 陳靖姑の死後の霊験が顕れたものとしてよく知 られているのは次のような話である。す

なわち，ある女性が妊娠 して17ヶ 月になったのに子が生まれない。そこで祈ったところ，

陳靖姑が現れて治療をした。するとその女性は蛇数斗を生んだが，女性には何 ら障 りがな

かった。また古田に白蛇洞という洞穴があった。 ここの大蛇が付近の人びとを苦 しめてい

た。ある日，赤い衣をきた女が現れ，その大蛇を斬 り殺 した。ムラ人が名をきくと，福州

の下渡の陳昌のむすめだといって消えた。そこで人びとはこの白蛇洞の上に廟を立てて陳

靖姑をまっ った。 このゆえに臨水夫人といわれる。別伝では，古田県の臨水洞でカ ミに

なったので臨水夫人というのだと57)。

 これらを踏 まえると， 臨水夫人とは，10世 紀のはじめごろ， 福建省の古田で活躍 した

カ ミに仕える女で，死後に地域の人びとに崇拝 されて大 きなカ ミとなったということにな

る(唐 の大歴二年 〈767>生 まれという伝承 もある)。陳靖姑伝承 は明清代に成長 したため，

美化されていく。明の万暦年間の 『道蔵』に記載された臨水夫人になると，すでに道教の

仙霊とされていた。すなわち，陳靖姑は嫁さず して死去 した。あるいは童子によりついて

ものをいう。人びとが水を請い，禍福に関連 して祈願すると霊験がある。それで廟を建て

てまっったのだと58)。道教がこの女神を取り込んだことは明白で，そのおかげもあって信

仰は広がったのだろう。

 しか し，一方で，そのイエは代々巫師であったという 『古田県志』の伝承 もある59)。こ

ちらのほうがやはり先であろう。そ してこの女神のもとでおこなわれる儀礼の核心は古田

あたりの民間信仰を反映したものだったと考えられる。その地方の女性たちは，元代以降

のことだが，臨水夫人の像を閨房に掛けて子供を授かることを祈 った。また自己の順産や

産後は子供に福を授かること， さらに，およそ一切の災いよけを祈 った60)。こうした家庭

の信仰があったためであろう，臨水夫人廟は明代にあってなお，儒者により 「淫祠」 とし

て批判されることもあった61)。

 福建省における臨水夫人廟は閾東，閾中を中心としていて，他の地方にはあまり広まら

なかった (分布だけでいえば福建 ・浙江 ・江西にみられる)。 そしてこの地域の人びとの

台湾への移住がさほど多 くなかったので，台湾全土において も廟の数は少ない。 しか し，

臨水夫人信仰の根柢 には閏一帯 に古代から広がる 「母親崇拝」62)があり， この基盤の上に

媽祖 も臨水夫人 も崇敬 されたとみるとき，その意味の大 きさはおのずと推測される。 ここ

には，福建の一地方信仰 というだけでは片付 けられないものがある。

台南市の臨水夫人廟  台南の臨水夫人廟 は1736年 に福州人がここにきて臨水夫人を主
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台湾人 の儀礼 と 「物語」(二)

神 として小廟宇を建てたのにはじまる。その

のち，1852年 に林紗娘(林 九如，林九娘)，

李三娘を加えて建て替え， さらに幾度か重修

した。 現在のものは1983年 に作 られた(前

号， 図版4参 照)。 三女乃夫人のほかに，註生

娘娘(図 版48)， 花公花婆(図 版49)， 大聖

爺(丹 霞大聖，孫悟空)， 福徳正神(土 地の

守 り神)， 三十六宮婆姐(図 版50)な どをま

つる63)。現在の廟は右図のような構造である。

これをみればわかるように，数年前に新 しい

廟宇を立てたのに伴い，かつての神像をさら

に奥の空間にまっ ったので，二重の構造に

なっている。各種の法事は奥の空間でおこな

う。

○

花
公
花
婆

1郵 翔
[一 冖コ
璽

○

註
生
娘
娘

前 庭

▲臨水夫人廟略図

 1 人びとの来訪

 臨水夫人廟は正式には臨水夫人媽廟 とよぶ。 「媽」 は母親を意味する敬称である。 なる

ほど， この廟にいって長い時間過 ごしていると，赤ん坊を抱いた母親，あるいはやがて母

親になるはずの女性たちが引きも切 らないことにおどろ く。カミも参 る人びともまさに

「母親」で，その横顔だけみていても，生 きようとする力にあふれている。

 ここにくる大半の女性は，金紙64)を買 って，臨水夫人にお供え し，祈願 して帰る。 これ

らの人の多 くは，念のため，あるいは日ごろの習慣で参るので，まだそれほど差 し迫 った

事情はないのだろう。ただし，人びとは廟にはいると，す ぐ目の前にある臨水夫人に祈 る

ばかりか，必ず奥の空間の古い臨水夫人の像にも祈願をしていく。台南の廟まいりの人び

とはとにか くそこにあるだけの神がみに向か って恭 しく参拝 していく。重複があろうとな

かろうと，神像が大きくて も小さくて も祈願するときのカオは同 じで敬虔である。

 ところで，奥の空間にきて林俊輝に法事を依頼するばあい，話はどのように進められる

のだろうか。一般には次のようなかたちで法事をするか否かが決められる。

 まず，すでに結婚 して子供 も生まれたけれども，その子の成長ぶ りがおもわしくないの

で相談するというばあいがある。あるいは子供がまだないので，子が授かるようにして も

らいたいと依頼 したり，またすでに妊娠 したのだが，どうして も男の子がほしいというこ
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ともある。

 こうした依頼に接すると，林俊輝はまず第一に，生年月 日，生まれた時間を尋ねて，当

人の四柱八字をみる (前号， 図版5参 照)。 林俊輝の手元には 『呂逢元通書便覧』(聚 福

堂)と いう名の通書があって，これを基に各種の運を割 り出す。そ して子供のない女性に

対 しては 「有子命」をみる。これは男の子を持っ運命にあるかどうかをみるもので，ない

こともありうる。あいに くこの卦がなければ，林俊輝は法事の依頼を断る。

 一方， 「有子命」 の卦があるばあいは， どういった種類の法事にするかを決あることに

なる。梗花機， 換花(裁 花換斗)65)，祭元辰などがあり， その一覧は林俊輝の座 る椅子の

背後に表 となって掲げられている(「0， 法師と道士」の項 も参照)。

 ところで， ここです ぐ決定となるのではない。臨水夫人に対 して法事の許可を得る必要

がある。このとき，林俊輝は入口正面の臨水夫人像の前に依頼者を連れていく。そして金

紙を買って奉納することを勧めた上で， 占いをする(こ の金紙代は廟の収入になる)。 陰

陽の卦が3回 つづけて出ればカミが許可を したことになる。

 カミの許可が得られると，次には，法事の規模を話 し合う。同 じ儀礼でも経費の多少に

より時間も用いる衣装 もだいぶ異なる。そして，いつ，何人ぐらいの法師でやるか大 まか

な合意ができると，ふたたび臨水夫人に伺いを立てる。 ここで許可が得 られると，依頼者

はいったん帰 る。そのあとは本人の決断である。正式に依頼することに決めると，5・たた

びやってくる。

 だいたい， こうした手順で法事が決まるので， ここには童乱などが介入する余地はない。

ここが死者霊供養の 「超度亡霊」すなわち打城 とは異なるところである66)。さて，林俊輝

本人の教示 によると，花にかかわる儀は次のように進行する(後 述の事例および図版51

以下も参照のこと)。

1.請 神 ・浄壇

2.(探 花朶)

 花の枝を探ることである。要するに個々の女性はみな陰間に花園を持っとされるのだが，

その花園のようすをさぐりにいく過程を意味する。 ここでは 「落花園探宮楼」 という科儀

書67)が読まれたのだが， 時代に合わない68)とのことで， すでに20年 このかた， この段は

省略されている。

3.祭 花橿

 祭関熬
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              台湾人の儀礼と 「物語」(二)

 花園を象 ったものをまっる。また本人が白虎，天狗など各種の関熬(厄)に 犯されてい

るときはこれを象 ったものを卓上に置いてまつる。

4.造 百花橋

 細長い腰掛 けの上に黒い布を掛 け，橋にみたてる。そ してこの上 に蛇を模 した法索を置

く。道士または法師が剣を持 ってその周囲を浄あていく。

5.改 厄

 花脚枯走黄蜂

 関熬を象 ったものを打ち壊す(改 厄)。 そしてまた花園を象 ったものを依頼者に持たせ，

そのなかに害虫のせいで弱った花69)があるとして，これを取り除 く。

6.梗 花横

 裁花

 換花

 臨水夫人の像に向かって花園を強化するたあの科儀書が読 まれる (梗花機)。 そして花

瓶に活けてある実際の花が切 り取 られ依頼者の頭にかざされる(裁 花)。 また，道士の仕

種そのものは同じであっても花を取 り替えて頭にかざしてやることもある(換 花)。

7.進 銭補運

 臨水夫人やその他の神がみに紙銭を献上 し，依頼者の運数をよくすることを祈願する。

8.謝 壇

 以上が基本であるが， この間に改運の儀礼(改 連拝斗)が 挿入 され，より大 きい規模で

やったりもす る。

 2 梗花機

 1998年3月8日 の夕刻， わたしは臨水夫人廟で林俊輝道士のおこなう 「梗花」 の儀を

みることができた。小法事で2時 間余 りの儀礼であったが，果たして，生命の根源として

の花に対 して台湾の女性たちがいかに共感を寄せているか，そうしたことをっくつくと考

えさせるものであった。やることは簡単だが，花をめぐる諸種の儀礼に込あられた意味は

なかなか奥が深いといえるだろう。

花横について

既婚の女性で子供が授か らないのは，陰間にある，その花樶(花 園)の 養分が足 りない
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からである。 これを強くさかんにするのが梗花の儀である。だから， これは梗花横 ともい

う70)。女性には花楼があり，男性には樹機がある。女性のからだが弱ければ梗花機が，男

性のそれには梗樹楼が必要である。 しかし実際には男性のための梗樹機の儀 はほとんどお

こなわれない。

 この世で花を育てるには土 と水が必要だが，三如夫人 は米の盆の上で花を育てたという。

それゆえ， この梗花の儀では，米の盆の上に置かれた花楼(図 版51)を 強化 したあとで，

「栽花」 がおこなわれると， それがすなわち子授けの儀となるのである。今回の儀 はこれ

に当たる。

 依頼者

 依頼者は30歳 になる既婚女性Aさ んで以前に一度流産の経験があった。 それ以来，子

供が授か らず，健康状態 もあまりよくないことか ら，母 とともに臨水婦人廟にやってきた。

ふた りは子供を祈願するだけでなく，みずか らの健康をも祈願 した。

 梗花の次第

 この儀は請神 ・浄壇からは

じめて先に概観 したとおりの

次第で進め られた。その内容

は次のようである。

 請神 ・清壇，祭花横，祭関熬

 助手の曽文徳が頭を紅い布

で包んだ 「紅頭法師」のいで

たちをして臨水夫人に向かっ

て立つ。背後には依頼者の母

子が立 っている。法師は暗誦

した唱えごとで諸種のカミ，

匝韲1
(三妨夫人)

臨 水 夫 人

回

国
⊂ ⊃

道士 ・一迭師の場.

㊦

註塾]E画]

      圖
 橋

法
索

将兵をよび，金古紙に火をっけ，

 次に，右側に移動 して，やはり曽文徳が臨水夫人の部下 となった三十六婆姐，大聖爺

(孫悟空)の 神像に向かって(図 版50参 照)， 花楼および関熬をまっる。 これらは科儀書

の読誦を中心にしておこなわれる。関熬とは科儀書によると，各種の 「星君」であり， こ
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              台湾人の儀礼と 「物語」(二)

の段はまた 「祭星君」とか 「祭関限」ともよばれる。

 祭場にはすでに橋が用意されてある。橋は腰掛けの上に黒い布を覆うことで即席にでき

あがる。その上には法師の用いる法索が置かれてある。法索は騰蛇ともいう。蛇の頭を付

けた繩鞭で，のちにこれが熬を打ち払うのに活用される。林俊輝道士によると，この鞭は

また金鞭聖者ともいう。蛇の頭の方向が橋頭，尾のほうが橋尾となる(図 版52)。

 造橋過限

 林俊輝道士が七星剣を持って道士の独特の歩みである麗を踏みっっ舞い，橋の周囲を右

回りに三回巡る(図 版53)。 五方 に向かって聖化するもので，舞剣 と嚶水(口 に聖水を含

んで吐 くこと)を くり返す。

 五方すべてに向けて聖化が済むと，道士は橋のたもとに立つ。そ して，牛角(龍 角)を

吹いて， 橋造りが終わったことを天に告げる。 このあと， 脇に立ってみていたAさ んと

母親が橋のところによばれる(図 版54)。

 ふたりは林道士に導かれてまず，橋の周囲を，それか ら橋の上を通過する。ふたりと道

士のあいだを法索がっないでいる。これは百花橋まで道行を し，やがて百花橋を通過する

ことを意味する。 同時に， 次の改厄の前提 となる。Aさ んは身代わりの人形(替 身)を

衣服で包み込んだ ものと線香を両手で持っ。 この橋を通過す ることは，Aさ んや母親の

「花園」 がこの橋 とかかわることを意味するのだろう。 いや，観念的には，女性の花園は

ここにあるのだといえる。付き添いの母親 もみずか らの健康増進のたあに橋を渡るのだと

いった(図 版55)。 とにもか くにも，ふた りの女性はみずか らの花園にいきっいたのであ

る。

 改厄

 百花橋を通過 したあと，Aさ んは百花橋の端に腰をおろす。 ここでAさ んは道士から，

「関熬」 を象 ったものを渡される。 ここか ら 「犯関」を取 り除く儀がはじまる。Aさ んが

これを膝の上で抱えているあいだ，道士は唱えごとを し，次に七星剣で関を破 り，そのな

かにあらか じめ入れてあった替身を取り出す(図 版56)。 そ して道士は人形を手に持ち，

これを振 り，Aさ んの口元に当てる。 Aさ んは道士に命 じられてバーッと息を吹きかけ

る。 これでAさ んは体内に溜まる悪 しき気を人形に向かって吐 き出 したことになる。 こ

のとき，林俊輝 は法索を しきりに振り回 して地をたた く。その ピシッとした鋭い響きはひ

じょうに印象的で，いかにもこの周囲に漂う悪 しき気を追い払う感がある。
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 次に，助手の曽文徳の立ち合いのもと，Aさ んは夫の上着を両手で広 げて，厄除けの

儀を施 してもらった。 このときも夫の代わりとなる人形が活用 された(図 版57)。 このと

き，曽文徳 も法索をた くみに振り回 して地をたたき押熬をする(図 版58)。

 花脚枯走黄蜂

 次に林俊輝道士はAさ んに花公花婆のっかさどる花横を持たせる(図 版59)。 そして

本人と母親のみまもる前で蜂や蝶，天狗の取 りついた花を折 り曲げ，花園を整えたことを

確認させる(図 版60)。 これがあったため流産もしたということなのであろう。

 梗 花， 裁花

 道士 は花機を臨水夫人の前の卓上に置 く。そ してAさ ん親子を促 して場所を移動させ

る。Aさ んは， 正面に臨水夫人を拝む位置にすわる。 そしてこのあと，林俊輝 は， Aさ

んに花横を持たせ，祝福のことばを与える。それは，梗花機の科儀書に従 っていて，一年

十二 ヶ月にそれぞれ特定の花があること，花をだいじにすると，五男二女にめぐまれるこ

となどの内容である(図 版61)。 また 「天狗や白虎，紅 目，缺嘴…独脚…奸臣」のような

むさくるしい，嫌なやからがAさ んにまとわりっかないようにといった内容の呪言 もあ

り，これをきくと，Aさ んと母親 はおもわず笑い出してしまう(図 版62)。

 林道士はひとしきり笑わせたあとで，仕上げの裁花の儀を施す。これは文字どお り花を

Aさ んに授 けてやるもので，本物の花を折 り取 ってきてはAさ んの右耳の上にかざして

やった。花の数 は特に決まりはないが，中国社会でも好まれるのは 「一姫二太郎」という

ことで，赤い花が一つ，白い花が二っ，かざされた(図 版63)。

 送花，進銭，祈福

 花を授かったAさ んは花楼を祭壇の上 にもどし，神がみへの感謝の意味で金紙の施 し

をする71)。一方，そこには鉢植えの芙蓉が置かれてあった(図 版64)。 道士はこれをAさ

んに授 ける。芙蓉は同音の 「扶陽」を意味 し，これをイエに持ち帰 り，育てることを勧め

る。陽を扶助 して子供を得るようにとの意味か らである。

 百花橋の儀の広がり

 梗花楼の儀がおこなわれた翌 日，3月9日 にも， これと似た儀礼がおこなわれた。 ここ

では1歳 ほどの赤子を連れた若い母親がきて，子供の発育を祈 る儀礼をした。
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              台湾人の儀礼と 「物語」(二)

 林俊輝によると，その儀に特別の名称はなく 「小孩祭関熬」 と 「添加元気」を組み合わ

せたものだとのことである。 これも2時 間ほどの小法事で，それは

請神 ・清壇 一一祭関限 一 造橋過限 一一改厄 一一一梗四柱 一一梗元辰 一 祈福 一 謝壇

という次第であった。

 曽文徳による 「請神 ・清壇」は型どおりであるが， この冒頭に依頼者の関係者が 「禅師

菩薩」を神輿に乗せてかっいできて，その加護を祈願 したのは前 日とは違 うところであっ

た(図 版65)。

 この次に 「祭関限」とあるのは祭星のことである。曽文徳はうしろに母子を立たせて，

天狗や白虎，太歳，五鬼など関熬を意味する各種の星君をよび，供物を献上する。 これで

もって依頼者の身に災いをおよぼすことなく諸星君に帰ってもらおうとする。

 次の 「造橋過限」は林俊輝が担った。や りかたは梗花横の項で掲げたものと同 じで，橋

の周囲の浄化があり，次いで母親そして赤子が道士に導かれ橋の上を通過する(図 版66)。

 赤子の 「改厄」は形式はおなじだが，厄の除きかたは前日といくらか違っていた。すな

わち，百花橋の端に母親と子供が腰かけると，道士が刀で関を破 り，替身を取 り出す。こ

こまでは同 じだが， このあと， 道士が10セ ンチほどの長さの模造の弓箭を取 り出し， こ

れを七星剣で断ち切 った。これが 「抽刀箭」で子供の厄除けではしば しばおこなわれる

(図版67， 図版73も 参照)。

 林俊輝 によると，子供のか らだのなかにはいくっもの関熬がある。そのうちのひとっが

「将軍箭」72)であり， これは祖父母を死に至 らし， 父母を損ない， さらに自分や兄弟をも

病そして死に陥らせる危険なものなので，これを除去する儀をおこなうとのことである。

さらに，道士は，泣きじゃくる赤子の手を引き，その爪に剣先を立てた(図 版68)。 これ

は，子供の身体中にたまった悪 しき気を爪のあいだから発散 させるとのことであった。

 次の 「梗四柱」 「梗元辰」 は臨水夫人に向かう位置に場所を移 しておこなわれた。 卓上

には四柱亭 と十二元辰の象徴である赤い十二個の饅頭および光明燈を意味する七本の蝋燭

がみえる。四柱亭のなかには米が盛 られ，また鏡 も置かれてある(前 号，図版24参 照)。

この鏡を使 って林俊輝は太陽光を反射 して子供の顔を照 らした。 これは活力を高ある意味

があるのだろう。

 林俊輝は臨水夫人に向かって，赤児の元辰を盛んにするべく祈願の唱えごとを奉 り，そ

れが終わると，赤い紙に何やら墨書 したものを読み上げ， これを畳んで子供に持たせた。
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そ こに は， この赤 子 を神 々 の孫 に す る こ とを認 あ る とい った 内容 が書 か れ て あ る。 これ を

「誼 子書 」 とい う (図 版69)。73)そ して最 後 に， 子 供 の 首 に首 飾 りを さ げて や った 。 これ

はお 守 りで あ ろ う。 この とき に は， むず か って い た子 供 の機 嫌 もす っか りよ くな って い た。

 3 祭星求元辰

 臨水夫人廟では花に関連する儀礼だけでなく，上にみたような元辰を強化する儀礼 もし

ば しばおこなわれる。以下の 「祭星求元辰」は，上記の ものとほとんど同様なのだが，こ

こでは25歳 になる青年が当事者で， そのため百花橋を通過する儀がなかった。 このこと

は，百花橋の意味を改めて考えさせるものだが，そうした考察の前に，この事例を一応，

確認 しておきたい。

 1998年3月16日 ，臨水夫人廟で 「祭星求元辰」 の儀がおこなわれた。直接の依頼者は

中年の女性で，25歳 の青年の母親であった。この青年 は若いときに霊魂を失 ったため，

現在，精神が安定 しないのだという (いわゆる知恵遅れのようである)。 その恢復のため

の儀礼として 「祭星求元辰」が選ばれた。儀礼は次の構成で進あられた。すなわち

浄壇 ・請神 一 祭星 一 一祭関限，抽刀箭 一 梗四柱 一 一梗元辰 一 謝壇

である。

 一連の儀はすべて林俊輝が担った。冒頭の浄壇と請神では金古紙に火をともして神がみ

を招 く(化 紙請神)。 あるいは帝鐘を振 り(図 版70)龍 角を吹く。

 次に祭壇を変えて三十六婆姐 に向かう位置に立 ち，祭星，祭関限，抽刀箭をおこなう。

卓上には限城(関 熬)， 白虎，五鬼，天狗を象った ものがみえる。林俊輝 は科儀書を読み

あげたあと，金古紙に火を灯 し， これを掲げっっ熬払いの舞をする。そ して依頼者の青年

に限城を持たせる。限城の上には模造の弓矢が掛けてある(図 版71)。 そして限城が開か

れ(図 版72)， 替身が引き出される。 さらに弓矢が断ち切 られ(抽 刀箭，図版73)， 青年

の体内にたまった 「汚穢の気」が人形に吸収されて除かれる(図 版74) 。

 梗四柱，梗元辰は臨水夫人の前の祭壇にもどっておこなう。四柱亭のなかには依頼者の

青年の代わりとなる人形がみえる。そして これを取 り囲むように十二元辰の象徴である紅

色の饅頭が十二個置いてある。七本の光明灯に灯 りがともされ，青年の元辰の回復が確か

められる(図 版75)。

 このあと道士 は母親 と青年を後ろに立たせて疏文を読みあげる。それによると，この青
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              台湾人の儀礼と 「物語」(二)

年 は20年 前，病にかかり元神を失った。 そのために災厄が生 じているので， 平安満福を

祈 るため，今，星君をまつって送 り返すということである(図 版76)。 道士は疏文を読ん

だあと，点指(印)を 結んで消災改厄を確実にする(図 版77)。

 以上で25歳 の青年のいわば治病の儀が終わる。 付 き添 っていた母親の表情 は， いたい

けな子を連れてやって くる若い母親たちのそれと違うところは少 しもなかった。

 4 治病祈願の疏文と誼子書

 臨水夫人廟ではもっぱ ら林俊輝が法事を しているが，他の法師たちもときどきやってき

ては法事をおこなう。そうしたなか，次の事例は赤児の治病儀礼の一っとして注目に値す

る。

 事例  それは，一見すると， よくある赤児のための健康祈願のようであった。若い父

親が，生 まれてからまだ何ヶ月もたっていない嬰児を抱いて法師とともに臨水夫人の前に

きていた(図 版78)。 普通の参拝では， ここで，法師が赤児の干支にちなんだ動物の絵札

を持ち，呪言を唱えて平安を祈願 してあげる。そ して法索を二三度振って祓いを し，また

法索をもって赤児を撫でてやる。 これは一，二分で終わる簡単なものである。ところが，

1999年9月14日 ，林俊輝が 「求子」の儀をしているのと同 じ時間， そのす ぐ脇でおこな

われたものは，そう簡単ではなかった。それは嬰児の肥立ちがあまりよくないので，その

原因を断ったあにする 「買断」の法事であった。

 買断とは嬰児の持つ前世の父母 との縁を絶 ちきる儀礼である。一般にこの儀礼が成立す

るまでの過程 は次のようになっている。 まず，親が子供の成長ぶりのおもわ しくないのを

気にかけて童占Lのところに相談 にいく。そこで解決することもあるが，童乱には守護神が

いて，そのカミが童占Lの口を通 して，子供の不調の原因は前世の縁によると告げ知 らせる

こともある。今回のばあい，済公菩薩が童占Lに懸かって，前世の父母とその背後にいる三

十六婆姐が関係 していることを知 らせた。そこで，童占Lは依頼者の意を受けて，な じみの

黄沈財法師に依頼 し，臨水夫人廟で買断の儀をすることにした。

 儀礼は先に 「百花橋の儀の広が り」の項(10-12頁)で 述べたのと同様の手順で進あ ら

れたが，誼子書のところが異なっていた。 ここで比較のため， まず林俊輝の誼子書をみて

おきたい。それは，子供の名前 と住所を記 したあと，依頼者の親子の名を書 き，臨水夫人

に対 して供物，金銀財宝を献上することを誓 う。そして子供の身の上 に関熬、特 に刀箭が

及ばぬようにし，一家平安で子供 も綿綿長成するようにといった祈願を記す。 これは二通
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作成 し，一一通は父母が，もう一通は当該の赤児が持っことにする(図 版79)。

 このかたちはもっとも一般的なもので通例，誼子書というのはこれを指す。ところで，

嬰児の治病を目的としたばあい，その契約書 「買断字証書」(図 版80)は もう少 し複雑で

ある。 一般に， この世に生まれ出た赤児には現世の父母だけでなく，「前世の父母」 も存

在すると考えられている。それは，どこのだれであるかはわか らないが，とにか く前世に

も父母がいて， しかも，その出生を助けた女神がいる。 これが今回のばあいは 「楊州府長

者」なる父母 と女神 「婆姐」である。 この婆姐 は 「三宮夫人」っまり臨水夫人め部下にあ

たる女神でもある。そして前世の父母である長者 と婆姐が子供に対 してかかわりを持ちっ

づけると，成長が妨げられ危険である。子供が現世から引き離 されるかもしれないのであ

る。

 このことがわかると，現世の親は 「楊州府長者」に対 して 「金銀財宝」を出して，子供

を買い取ることにする(買 断)。 これには仲介者が必要である。 その仲介をす るのが済公

菩薩を守護神とする紅頭法師であり，また， これらの内容を書面にして差 し上げる対象は

臨水夫人である。                     ，

 以上のような内容を記 した文書は，法師の儀礼にはよく用いられていたようである。か

って，可児弘明が台南の陳栄盛道十を介 して入手 し，紹介 した 「祈禳花児契書」 も上に記

したものと同 じものである74)。

 すなわちそこでは，幼児が 「凶星関限雑熬」に遮 られて，その成長が不順である。 これ

はまた前世父母と十二婆神75)のせいで もあろう。そこで仲介人を立て，陽州府の前世父母

のところへいかせ，財貨をもって花児を買い取り，現世の父母に与えようとする。そのた

めの 「保命長生契書」を二通作成する。また無事，十六歳76)になったら，そのとき感謝の

「演戯 設醺」をする。このことを 「三宮夫人」(三 如夫人)や 諸神に誓 うといった内容の

文書である。

 考察

 上の可児の引用 した事例にっいて注目されるのは， この世に生まれ出る赤児が 「花児」

とされていることである。 これは，明らかに百花橋および花園から送 り出されたことを示

している。同時に花を媒介にして生命が連鎖 していることをこの上 もなく明確に表現 して

いる。およそ，儀礼を施される現世の父母たちにとって，嬰児 とは，自分たちが耕 して育

てる作物の花とまったく同 じようなものとして受容されていたに違いない。その嬰児の成

長には何よりも豊かな手入れのいきとどいた土壌がなければならない。っまり自分たちだ

                    14
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けの営みで生み育てることはできないということなのである。

 5 臨水夫人という女神

 台南の臨水夫人媽廟を中心に したい くっかの儀礼をみるとき，わた しには，臨水夫人と

百花橋のかかわりがとくに重要なものとおもわれる。 「百花橋」 については， 劉枝萬の引

用 した 『臨水平妖伝』第十七回の次の箇所が印象深い。すなわち

死んで神になった陳夫人が，…ある日，ふと見知 らぬところにやって くると，…下界

では想像もっかない，すば らしい景色で，…黄金の河に，緑の水が流れ，虹のような

橋がかかり，…色とりどりの花が咲き乱れていた。すると，突然ふたりの武神が現れ

て， 「何者だ，百花橋へ闖入 して くるとは」 と怒鳴った。… 「われはネ副i・1・下渡の陳

靖姑そや」 と陳夫人がいえば， …二神は聞 くなり平伏 して，「…ここは上界の百花橋

でございます。下界のあらゆる赤子は，すべてここより出向いて誕生いた します」と

説明 した。陳夫人は大いに喜び，「…おふたりが我が教門に帰依なさるならば， 自今，

ここをわが駐泊所とし，ひとりは金盆もて子を送る高元帥と名乗り，ひとりは子育て

の郡大神と名乗 り，わが義妹たちと百花橋を守 られよ」と指示 した77)。

この引用箇所および先述の花にまつわる儀礼か らわかることは

1.百 花橋は花の咲 き乱れる生命の源であること

2.百 花橋は上界(天 と地のあいだ)に あること

3.そ こは下界(人 間界)と は異なること

4.臨 水夫人陳靖姑の以前に百花橋があったこと78)

5.臨 水夫人陳靖姑はその橋をみいだした者であること

6.百 花橋には厳重に花を守るカ ミがいてここにはいるのは容易ではないこと

7.百 花橋の花園から生命が生 じるのであり， そこがおそらく， 仏教の極楽がはいって

 くる以前の原初の他界であったとおもわれること

などである。

 このことをさらに一般化 していうならば，福建省において千年余り前に，もともと民間

に漠然 としてあった百花橋の存在を広 く説いた者が現れた。それが陳靖姑とその仲間たち
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だったということであろう。陳靖姑が道教の法に通 じたとか，観音菩薩の化身だとかいう

こと79)は，そののちに仏教 道教の影響が及んで伝承がふ くらんだので，おそらくもとは

巫の集団だ ったとおもわれる。ちなみに，福建省 の研究者徐暁望 も，このカ ミの原型 を

「難産で死んだひとりの女巫」だと述べている80)。

 また， このこととの関連でいえば上記の伝承では，百花橋はふたりの武神が管理 してい

るのだが，一般には花公花婆という男女が花の管掌者である。おそらく民間伝承としては

こちらのほうが古 いものであろう。そ して花公花婆こそは生命の元締めなのであり，それ

は大陸の儺戯などで崇敬 される儺公儺母のような者，原初の夫婦であったと考え られる。

それゆえ， 裁花の儀のとき， 「花楼」 の両脇に花公花婆の姿が依然 としてみられるのはよ

り根元的な意味があった。かれらの存在 は臨水夫人以前にあったので，消すことはできな

かったのであろう。

 ところで，花の橋に降 り立 った陳靖姑 はその以前に一度，死んで昇天 している。つまり

清まった身 となった。そしてその上で百花橋をみいだしたのである。一方，民間の花の儀

では， この世の多少 とも疲弊 した身体を持っ女性たちが百花橋を通過 し，その端のところ

で，身に付いた関熬を改ある。 ここでは限城が打破され替身が取 り出されるが，それは汚

れを脱ぎ捨てることであろう。すなわち古い身体の死があり，そしてのち再生 した身体は

霊魂の居所である花園をみいだす(模 造の花園を膝の上に抱える)。 そこで，霊魂の活性

化を意味する花の手入れの儀があり，さらには花園そのものの強化が呪詞を用いておこな

われ，最後に，新たなる生命の授与を意味する裁花の儀がある。

 こうした儀礼を含む原初の花園の観念は済州島の二公本縁譚や仏道ハルマン本縁譚の世

界8Dと も通 じるし， また日本の奥三河の花祭などにおける新生の拠 りどころとしての花82)

にも通 じるとみ られる。済州島の花畑には還生花だけではなく死の花，いさかいの花，滅

亡の花もある。人びとに生命を授与する仏道婆さんは花育ての競争を して勝 ったのだが，

負けた女性クサムスンは死を管掌する。これ らは現実の花畑がそ うであるように死(枯 れ

た花)と 新生(開 花 した花)が ひとっところにあるという発想によるものである。一方，

花祭の花にっいても，死と新生が隣り合わせに観 じられていた。すなわち，奥三河の花祭

をかって同地でおこなわれた神楽にさかのぼらせるとき，そこには浄土入りによる仮死が

あり，そしてのちに生命の花を媒介 として再生を得ていた。

 こうした生命の連鎖にかかわる観念 は東アジアにおいてはかなり根元的な民俗として存

在 していたとおもわれる。 ところで，台湾における死者のもてなし方 はどういったものな

のだろうか。生まれ出る生命 とどうかかわってくるのだろうか。 このことをみるたあには，
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やはり葬礼全般について，みてお く必要があるだろう。 (以下次号，文中敬称略)

注

48) この観念 は臨水 夫人を奉 じる三如派 の法師の科儀書 による ものであ る。 それ がどのてい どの

 広が りを持っのか は検証 されていないが，一般に こうした観念が庶民のあいだで受容 されていれ

 ば こそ，多 くの人たちが この廟にや って きて儀礼を依頼す るのであ ろう。科儀書 は民間の習俗な

 しに は成立 しなか った はずであ る。

49) 「夫 人」 だ けで も敬意が こあ られてい るが，夫人 媽 はさらに敬意を示 した ことば とな る。廟発

 行 の冊 子な どで正式 によぶ ときはこのよ うにい う。 ただ し， 以下で は臨水夫人廟 と記す。

50)以 上 の数値 は1999年9月 に筆者 が人 を介 して問い合わせたのに対 して， 台南市政府側の教示

 して くれた内容 であ る。

51)台 南市 内に もうひ とっあ るか もしれない とい うので， 何人かの道士， 法師 に尋 ねたが， はっ

 き りしなか った。仮 にあ るとして も，市 内建業街 にあ る臨水夫人廟 ほ どさかんではないのだろ う。

52) この女神 の機能 は臨水夫人 と同 じである。 台湾で ことに信仰 されてい るといい(窪 徳忠 『道

 教 の神 々』，平河 出版社，1986年 ，104頁)， その臨水夫人 との境界 はは っきりしない。数 の上 で

 は註生娘娘 のほ うが多 い。 この ことは臨水夫人廟 が少 ない ことの理 由に もなろ う。 そ してまた両

 者 をあわせ てみる とき，台湾社会 でいかに求子 のための女神崇拝 がさかんであ ったかが知 られ る。

53) 劉枝萬 『中国道教 の祭 りと信仰』下，桜楓社，1984年 ，412頁 。 これによる と，撰者 も未詳。

54) ，この解説 は台湾で 出版 された 『臨水平妖伝』(後 述)に 付 された ものである。

55)清 の中期 に， 何求 によ り編纂 された もので， 小説形式 で福州 の社会生活 を全般 にわた ってえ

 が いて いる(葉 明生 『民俗 曲葉叢書閲西上杭高腔 『傀儡與夫人戯』， 財団法人施合鄭民俗文化基

 金会，1995年 ，161頁)。

56) 『臨水平妖伝』耀古堂三元地理揮 日舘，(刊 行年無記載)，1頁 。

57) 窪徳忠 『道教 の神 々』，平河 出版社，1986年 ，215頁 。

58) 徐暁望 『福建民間信仰源流』，福建教育 出版社，1993年 ，332頁 。

59) 同上，徐暁望 『福建民間信仰源流』，334頁 。

60) 同上，徐暁望 『福建民間信仰源流』，329頁 。

61) 同上，徐暁望 『福建民間信仰源流』，332頁 。

62) 前引徐暁望 は閾の地 に古来， 太老 山， 太母 山 とい う信仰の山があ ることをあげっっ， この地

 に古代か ら 「母親崇拝」が あったと述べ， それが後世の嫡祖や臨水夫人 の信仰の母胎 となってい

 ること， また各種 の伝 承 において女性 が男性 を圧 倒す る ことの淵源 であ る とい う(前 引，150-

 152，329，337頁 参照)。 さらにこの延長上 には観音を女神 と して信仰す ることも位置づ け られ

 る(同 書，443頁)。

63) 『臨水 夫人媽簡介 』， 臨水 夫人媽 廟，7-8頁 。

64) ど この廟にい って も， 金紙 は必ず売 られて いる。 金色 の紙銭 で， 各種のかたちの ものを ひと

 ま とめに してあ る。 これをどの くらい買 うかは， 人 によって異 なるが，通 常の参詣の ときは150

 元 か ら200元 ていど出費す る。200元 は， 換算 すると800円 弱 だが， 使い勝手 として は日本の2

 千 円ほどの額 である。

65) これは，伝統的 には女 の子 を意味す る赤 い花 を男 の子を意味す る白い花に取 り換 える ことで

r7



 ある。 ただ， ときには白い花 を赤 い花 に換 える こと もある とい う。

66)打 城 のばあい， 依頼者 は童占しや瓱姨 にまず相談 し， そのあとい っしょに道士 の ところへい く

 のがふっ うで ある。

67) この科儀書 に対応す る 「落嶽探宮科」 が国分直一 によ り邦訳 されている(国 分 直一 『壷 を祀

 る村』法政大学 出版局，1981年)。

68) これ は林俊輝本人 のことばである。 一般 に法事 においては， 時間 のかかる段 は短縮 あるいは

 省略 され る傾向が ある。 これ は，現在 の台湾 を代表 する長老級 の道 士である陳栄盛 の法事 におい

 て も確か あ られ た(後 述)。

69)紙 細工で はあるが， それ らしき ものが作 られてある。

70)林 俊輝の もとには 『梗花横科儀』 とい う書があ るので， この語 は道士 の用 いる正式 な語 とお

 もわれ るが，他書 にはみ られ ない。劉枝萬 は，同 じ内容 の ものを 「進花園」 の巫術 とL般 化 し，

 さらに 「供花脚」 という語を提示 した(前 引， 劉枝 萬 『中国道教 の祭 りと信仰』 下，381頁)。

 しか し，林俊輝 はこの語を用 いないといった。

71) 金紙 は廟の入口であ らか じめ買 ってお く。 その代金， 少 な くとも数百元 は臨水夫人廟 の収入

 とな る。

72)咸 豊：10年(1860)刊 の 『星平要訣百年経』(徐 瀛洲所蔵)の 版本 による と， 小児 の関熬窯 は

 32種 類 もあげ られて いて， そのそれぞれ に対 応の仕方 が略記 され ている。 これ は占い師な どが

 用いた本の ようであ るが，中国の法師 はこう した 占いに基づ いて除厄の儀を施 したので あろう。

73) ここで この赤子 は， この世の母親だ けでな く， 臨水夫人の加護を受 ける者 となったというこ

 とが約 束 され るのであ る。

74) 可児弘明 「誼 子の慣行 にっ いて」『史学』第四十七巻第一 ・二号，1975年 ，8-9頁 。

75)可 児 弘明 は， 原文の 「又恐前世父母十二婆神交攻」 の箇所か ら， 前世父母 と十二婆神の両者

 が互 いに相剋す るとす るが，それ は当た らな い。 この両者 は一体 とな って現世の花児の成長 に影

 響 を及 ぼ してい るのだ と解 すべ きであ る(1999年9月 ， 陳栄盛 の筆者へ の教示)。 また十二婆神

 は産 を助 け る女神で，上記事 例のなかの三十六婆姐 に相当す るカ ミであ ろう。臨水夫人 とのかか

 わ りのなかではあま りみ られない。

76)現 在 で も台南 の開隆宮な どで は，男女が16歳 にな ると，成年 に達 した ことを祝 う通過儀礼が

 旧暦7月7日 に盛 大にお こなわれてい る。1999年 か らは臨水夫人廟で もはじまり， 男女， 多数

 の参加者 があ る。

77)前 引，劉枝 萬 『中国道教 の祭 りと信仰』 下，380頁 。太 字 は野村 による。

78)原 初 の百花橋 の所在 はそ う明確ではなか った とお もわれ る。 道教の影響を強 く受 ければ 「上

 界」 となるであろ うし，童占Lや法 師の影響下 では 「地府」 とな るであろ う。 また済州島で は類似

 のと ころを 「西天花畑」 ともい う。 これ らを要 す るに，百 花橋 や花機 は この世 でない ところ，河

 や海 を越 えたと ころに位置 していた とい うべ きだ と考 え る。 そ してそれ は原初 の 「あの世」つま

 り 「死」 の所在 と同 じ範疇 にあ った。

79) 前引， 『臨水夫人媽簡介』，1-2頁 。 この典拠 は清 の時代 の 『閾都別記』 のよ うであ る。 そ こ

 で の描写 は長大 で， 陳靖 姑の伝 奇部分だけで も20万 字にのぼ るという (徐暁望 『福建民 間信仰

 源流』，福建教育 出版社，1993年 ，335頁 以下)。 臨水夫人廟 は清代 に大 いに発展 した。 その廟 に

 三十六宮婆姐 をまっ ることなど も清 の時代 にな ってか らの ことのよ うであ る。 これ らは もともと
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 は閾およびその周辺地域 の女神 たちであ った。 この地域 の女神崇 拝， ひいては女 性の巫俗 への傾

 倒 は中国のなかで も特異 な様相 を帯 びてい る(同 書，337-338頁 参照)。

80) 前 引，徐 暁望 『福建民 間信 仰源流』，342頁 。

81) 鈴 木正 崇 ・野村伸一編 『仮 面 と巫俗 の研 究』， 第一書 房，1999年 ，338-339頁 参照。

82) 「花の舞」 や 「花育て」の花 とは新 しい生 命の ことであろ う。
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図版48 -sir，夫人 の右側 に まっ られ るoi生

娘娘。子 授 けの 女神。 これ は廟 の入 口 を は

いってす ぐ右側 にあるものだが，奥の空間 に

も黒 い色の こぶ りの像が まっ られて いる。

鰺脚絶
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..轡飜

罐

図版50 ∴十六富婆姐 の神壇(神 像 と神名 を記 した名札の よ うな もので36の カ ミを表

現)と その前に並 べ られた供物。 卓 上にみえ る箱形 の拵 え物 は関熬 の象徴物 で儀礼 の途

中で こわされ る。 その左 には天狗，五鬼， 白虎 などの星君の拵え物， またカ ミに上 げる

金紙 などがみえる。小 法事 で星 祭をする とき，法 師は この神壇 に向か う。
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図版47 台南市 臨水夫 人廟の 正而 に まっ られ る三 妨夫人(臨 水夫 人)。 後段上 部 に肌 色の 三妍夫人 像

(図で は中央の」興靖姑 と右側 の林九娘 の顔 がみえ る)が あ り， さ らにその下の段 に黒 い色の二 女門夫人像

がまつ られて いる。子授 か り， 出産のほか， 子供 にかかわ る もろもろの願 いをか なえ る女神。 二41SJ：人

はこの奥の空間 に もまつ られて い る。 そ こで は毎1」の よ うにrt Nが お こなわれ る。 この女 神信仰 は福

建， 浙江，7：i14薰ﾈ どの地に広 が って いる。
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図 版49 花 園 を 管 理 す るfE公(右)花 婆

(左)。 この像 は廟内奥の法場に まっ られてい

るもの。花公花婆 は生命の源であ る花 園をみ

まもる原初の夫婦で，臨水夫人以前の存在 で

あ ったか も しれな い。
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図版sa#k/F(送 花 または種花)。 祝福 の最後 は子宝 を意味 する花 を授 与され ることで

ある。 白い花 は男 の了， 赤 い花は女の7。 花一 っ一つ が生 まれ いつ る7と いう観念があ

る。
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図版51花 公(右)花 婆(左)の みま もる花機。中央 に造花の花がみえ るが，傷んだ 白

い花ふたつはすでに折 り曲げてある。}Ef4は 米の はいった盆の上 に置かれ る。 これ は陰

聞 におけ る女性 の生命 力の象徴 であ る。
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図版52蛇 の頭 を付けた法索。 頭上 に 「太樋」

と記 されて い る。 熱 を追 い や る鞭 で もあ り，

また五方の兵を よび集 め る力があ ると もいう。

法 師 や道 二1=はこれ を巧 みに振 って儀礼 を進 め

る。
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図版54 橋が通過で きる状態 にな った ところで，儀礼を依頼 した母 と子が よばれ る。
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図 版55過 橋 。 道lrに 導 か れて.i'�C花 橋 を 渡 る。 これ に よ り霊 魂 の 活 性 化 が はか られ る。

図版56開 限城。道.Lが 関を七Ja!.剣で破 り， そ こに閉 じこめ られた替 身を取 り出す。
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図版58法 師 は71；索 を振 る って辺 りの熬 を押 さえ る。
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図版59依 頼者 が花磁 を抱 えて!i花 橋 の端 にす わる。
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図版60道 士は依頼者 の 目の前 で傷んだ花を折 り曲げて処 置する。 こうして こそ新 しい

生命 が.育'くまれる。
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図版61林 俊輝 の用 いる科儀 書 「梗花機科 」の一
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図版62依 頼者 の女性 は花體を整えて もらったあ と，道 士か ら祝福を受 け頬 笑む。非常

に印象的な光景であ る。



P

!魯
」
鹽

藷 ・ 、

6

嘔

顳

ー
蚕ノ

塾

.、嚢

課

纛

…

メ...嵯.、

  J! r

嘩 ソ
     ....1メ評払.

o

.
・1

訪
.

蟹

'
嵐

.『

h

図 版64 道i=は あ らか じめ準 備 した芙nを 依 頼 者 に贈 る。 これ を イ エ に持 ち帰 り， だ い

じに花 育 て をす れ ば ， ま ちが い な く了供 が 生 まれ る と い う，，

図版65請 神。 子供の健康祈願 に くるとき，依 頼.者の側 で まっ る禅 師菩薩を神輿に乗 せ

て連 れて くる。 祈願す る者の まこころを示 す と同時 に， 祈願 の実現 をよ り確 かな ものと

したい とい うことなのだろ う。
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台湾人の儀礼 と 「物語.」(つ

図 版66過 橋 。 す で に 生 ま れ た.子供 の熬 を の ぞ くた め に も.百花 橋 の 通過 が必 要 で あ る。

母 親 の あ と，.1=.役の 赤fも 橋 を 渡 る、，

図版67抽 刀箭。赤ん坊の体内 には弓矢があ って， これが祖父母あ るいは本人 にとって

も危険だ という。 そ して道士が これを取 り出 し断 ち切 る。 図 は道..f：ﾟ>C断ち切 った弓矢を

.母親 に提示 して いるところ。
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図版68赤..rの 体内 に潜む悪 しき気を爪のあ いだか ら出 させ る、，左 足の指に処 概を施 し

てい る。
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図版69林 俊輝道1=が 誼 子書 を読 む。熬 を除 かれ た赤 子は神 の子孫 と して生 まれ変 わっ

たということを宣.言する、，
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図版70林 俊輝道.1：の6i�h，依頼 者 は過去 に元辰を失 った 青年 とその母親。林 俊輝道 七

が帝鐘 と五v：令を持 って請神の儀をす る。

図 版71

る。

祭関限。青 年 の関熬 を取 り除 く儀 がは じまる。限 城の左隅 に，；矢 が掛 けてあ
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図 版72

す 。

開限城。弓矢が熬な のであ り，道12は これを取 り， また限城か ら替身を取 り出
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図版73 斬刀箭。 弓箭を断 ち切 る。
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図版74 青年 の体内 の悪 しき気 を吐 き出 させ る。 この人形 は棄 て られ る。道1：は人形 と

衣服 の包 みの ドに法索(法 縄)を 持 っている。
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図版75梗 四柱。 元辰(元 気)が 新 たに された ことが確認 される。

kl； 元辰 を象徴 す る.・1....∴個 の餅がe4柱 を取 り囲 む。
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図版76 一連 の儀の後，道.Lが 臨水.夫人 の前で疏文 を読んで 母親 と肯年を祝福す る。
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図版77林 俊輝道 ：1.の点GLI。消災改厄 をよ り確か な もの とす る。
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図版78 ：�断」 の儀のために嬰児を抱いて臨水夫人廟 に きた父r。 左于に帝鐘 を持 っ

て振 るの は紅 頭”1師。 臨水人人1稾の11.場は狭 いが， ふたつの儀礼が同時に進行 す ること

もあ る。
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図版79 林俊輝 の用 いる赤 い紙 に記された漉 了書。
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図版80 黄沈財法師の川い る�断 字証 詰。 嬰児の治病 のため済公 誇薩が知見人 とな り，

楊州N；YFxYと この世の父母のあ いだで.rど もの売�3を約 束す る。 臨水夫人 の前 での契約

だか ら絶 対的な効力があ るのだろ う。
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